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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第37期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第38期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第37期

会計期間
自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日

自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日

自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日

売上高（千円） 5,394,297 5,054,247 21,123,146

経常利益又は経常損失（△）（千円） △184,571 147,418 △1,090,866

四半期（当期）純利益または純損失（△）（千

円）
△271,401 173,923 △3,661,617

純資産額（千円） 5,642,323 5,835,344 2,629,674

総資産額（千円） 19,353,025 15,160,996 13,255,398

１株当たり純資産額（円） 812.90 417.71 375.62

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は純損

失金額（△）（円）
△39.65 23.58 △534.94

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 28.8 38.1 19.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
978,151 179,921 1,470,219

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
4,738 105,264 △76,617

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△135,303 1,006,807 △1,282,625

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
1,965,836 2,572,983 1,276,174

従業員数（人） 302 297 295

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額又は純損失金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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２【事業の内容】

 

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、ＵＣＣ上島珈琲株式会社を割当先とした第三者割当による募集株式7,000,000株の発行を行い、平成21年12月

25日付で同社は当社の親会社となっております。　
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当社グループの事業の系統図は、次のとおりであります。
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３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間における関係会社の異動は、次のとおりであります。　

（1）新規（親会社） 

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容

議決権の
被所有割
合
（％）

関係内容

ＵＣＣ上島珈琲株式会社

（登記簿上の表記はユー

シーシー上島珈琲株式会

社）　

兵庫県神戸市

中央区
4,960

コーヒー焙煎業、食

品製造販売業他
51.2役員の兼任４名

　

（2）除外

　株式会社ＴＣＢは、平成21年10月13日付にて清算を結了したため、連結子会社より除外しております。　

　リーテイルブランディング株式会社は、増資に伴う持分比率の低下により、持分法適用関連会社より除外しておりま

す。

　

　

４【従業員の状況】

 

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 297[384]

　（注）１．従業員数は、就業人員であります。

２．従業員数欄の［外数］は、臨時雇用者（顧問、派遣社員及びパートタイマー）の当第１四半期連結会計期間

の平均人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 188 [68]

　（注）１．従業員数は、就業人員であります。

２．従業員数欄の［外数］は、臨時雇用者（顧問、派遣社員及びパートタイマー）の当第１四半期会計期間の平

均人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

 

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同期比（％）

コーヒー関連事業（トン） 6,634 104.7

合計（トン） 6,634 104.7

(2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同期比（％）

コーヒー関連事業（千円） 813,582 124.7

飲食関連事業（千円） 153,991 102.4

コーヒー関連以外の仕入商材販売事業（千円） 223,582 36.0

その他の事業（千円） 61,405 179.7

合計（千円） 1,252,562 86.0

　（注）１．金額は仕入価額によります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．セグメント間取引については、相殺消去しております。

(3）主要原材料の入手量、使用量及び在庫量

原材料名

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

入手量
（トン）

前年同期比
（％）

使用量
（トン）

前年同期比
（％）

在庫量
（トン）

前年同期比
（％）

コーヒー生豆 6,793 104.5 6,657 105.1 684 89.3

(4）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

コーヒー関連事業 3,467,476 96.4 311,118 128.7

合計 3,467,476 96.4 311,118 128.7

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(5）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同期比（％）

コーヒー関連事業（千円） 4,281,109 101.7

飲食関連事業（千円） 503,189 96.8

コーヒー関連以外の仕入商材販売事業（千円） 225,904 36.0

その他の事業（千円） 44,043 120.9

合計（千円） 5,054,247 93.7

　（注）１．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

サンカフェ株式会社 1,935,201 35.9 2,024,991 40.1

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．セグメント間取引については、相殺消去しております。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

 

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日までの３ヶ月間）における当社グループを取

り巻く経営環境は、国内景気の一部に景気低迷からの回復の兆しが見られたものの、雇用情勢・所得環境の悪化が続

いており、厳しい状況で推移いたしました。

　このような経営環境におきまして、当社は、平成21年12月25日を払込期日として、ＵＣＣ上島珈琲株式会社を割当先

とした第三者割当による募集株式（7,000,000株）の発行を行い、30億10百万円の増資を実施いたしました。

業績につきましては、新体制のもとで「コーヒー関連事業」に事業の集中化を図ることとし、「飲食関連事業」や

「コーヒー関連以外の仕入商材販売事業」など周辺事業の整理・縮小を進めることといたしました。

「コーヒー関連事業」につきましては、国内において主力の工業用コーヒーの他、業務用コーヒー、家庭用コーヒー

の分野におきまして新規取引先の開拓と既存取引先の深耕化を推進いたしましたが、景気悪化の影響を受け、主力の

缶コーヒー・チルドカップコーヒー向けの工業用コーヒーと外食チェーン店・オフィスコーヒー向けの業務用コー

ヒーの売上高が減少いたしましたが、家庭用コーヒーとコーヒー及びコーヒー加工品、エキス商品等の売上高が増加

した結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は42億81百万円（前年同四半期比1.7％増）、その営業利益は83百万円

（前年同四半期の営業利益は△１百万円）となりました。

「飲食関連事業」につきましては、当グループは連結子会社の株式会社インストアメディア社を通しての事業であ

り、不採算店舗の閉鎖により、当第１四半期連結会計期間の売上高は５億３百万円（前年同四半期比3.2％減）、その

営業利益は20百万円（前年同四半期の営業利益は△23百万円）となりました。

「コーヒー関連以外の仕入商材販売事業」につきましては、食品スーパーマーケットへ食品などの仕入商材を販売

する事業であり、販売対象の店舗が減少した結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は２億25百万円（前年同四半

期比64.0％減）、その営業利益は０百万円（前年同四半期比83.7％減）となりました。

「その他の事業」につきましては、当社グループは連結子会社の上海緑一企業有限公司を通しての事業であり、パ

ルプモールド製品の製造・販売を行っており、当第１四半期連結会計期間の売上高は44百万円（前年同四半期比

20.9％増）、その営業利益は11百万円（前年同四半期比152.3％増）となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は50億54百万円（前年同四半期比6.3％減）、営業利益は１億15百

万円（前年同四半期の営業利益は△14百万円）、経常利益は１億47百万円（前年同四半期の経常利益は△１億84百万

円）、四半期純利益は１億73百万円（前年同四半期の四半期純利益は△２億71百万円）となりました。

 

(2）財政状態の分析

①　資産の部

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比19億５百万円増加し、151億60百万円となりまし

た。増減の内訳は流動資産が18億85百万円増加いたしましたが、その主な要因は現金及び預金が12億96百万円、受

取手形及び売掛金が７億49百万円増加いたしましたが、商品及び製品が94百万円減少、原材料及び貯蔵品が25百

万円増加したことによります。また固定資産が19百万円増加いたしました。　

②　負債の部

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末比13億円減少し、93億25百万円となりました。増減の

内訳は流動負債が12億91百万円減少いたしましたが、その主な要因は、支払手形及び買掛金が８億33百万円増加

いたしましたが、短期借入金が19億60百万円、１年内返済予定の長期借入金が23百万円それぞれ減少したことに

よります。また、固定負債は８百万円減少いたしました。

③　純資産の部

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比32億５百万円増加し、58億35百万円となりまし

た。この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は38.1％となり、前連結会計年度末比18.7ポイント増

加しております。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ12

億96百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末には25億72百万円となりました。

当連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、１億79百万円となりました。これは主に、売上債権が９億17百万円増加しました

が、たな卸資産の減少86百万円及び仕入債務の増加８億34百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は１億５百万円となりました。これは主に、投資有価証券の売却及び貸付金の回収に

よって１億50百万円得られたことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は10億６百万円となりました。これは主に、短期借入金が19億60百万円減少しました

が、株式発行によって29億95百万円得られたことによるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当社は、前連結会計年度において３期連続の純損失を計上し、自己資本を大幅に毀損する結果となったため、当第

１四半期連結会計期間においてＵＣＣ上島珈琲株式会社との間で資本・業務提携を締結し、同社に対し第三者割当

増資による募集株式の発行を行い、ＵＣＣグループの一員となりました。

　当該資本・業務提携の骨子として「事業再生計画」を策定し、財務基盤を強化し、新たな経営陣のもと当社として

目指す方向性の明確化・再定義を行い、また生産体制・物流体制・管理体制等の再構築を行うことにより、企業価

値向上へ向けた新たな挑戦へ取り組んでおります。

　　なお、当社は、平成19年６月28日開催の取締役会において、「当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り

方に関する基本方針」（以下、「基本方針」といいます。）を定めております。

①　基本方針の内容

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の企業価値及び株主共同の利

益を確保・向上させる者であることが大原則と考えております。

　そして、下記②に述べるような取組みを通して、「コーヒーをコアに人と環境にやさしい企業を目指す」という

当社の経営基本理念と中長期的な経営戦略の具現化により、株主の皆様はもとより、顧客、取引先、従業員、地域社

会その他のステークホルダーの信頼に応えていきたいと考えております。

　従いまして、株主を含むステークホルダーとの間で成立している当社の企業価値若しくは株主共同の利益を著

しく毀損すると認められるような者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でなく、その

ような者が当社株式の大規模買付や買付提案を行う場合には、当社の企業価値及び株主共同の利益を守る必要が

あると考えております。

　そして、

イ．買収の目的やその後の経営方針等に、当社の企業価値若しくは株主共同の利益に対して明白な侵害をもたら

すおそれのある者

ロ．当社株主に株式売却を事実上強制するおそれのある者

ハ．当社に、当該買付に対する代替案を提示するために合理的に必要な期間を十分に与えることのない者

ニ．当社株主に対して、買付内容を判断するために合理的に必要とされる情報を十分に提供することのない者

ホ．買付の条件等（対価の価額・種類、買付の時期、買付方法の適法性、買付の実行の蓋然性等）が当社の本源的

価値に鑑み不十分又は不適当である者

ヘ．当社企業価値の維持・増大に必要不可欠なステークホルダーとの関係を破壊する意図のある者

等が、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でないと考えております。

②　当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取組み

　当社は、「コーヒーをコアに人と環境にやさしい企業を目指す」という経営基本理念のもと、創業以来、最新の

焙煎技術を取り入れた設備を導入し、常に最高の品質を求めて、レギュラーコーヒーの焙煎加工・販売を行って

まいりました。

　缶コーヒー向けの工業用コーヒーの焙煎加工・販売を主に、業務用コーヒー、家庭用コーヒーの拡販は言うに及

ばず、人の健康に役立つ様々な機能や成分を有するコーヒー商材や食材の開発等をさらに深め、コーヒーをコア

とした「コーヒー総合企業」を目指しております。

　また、連結子会社である株式会社インストアメディア社を中心にコーヒーショップ事業を「飲食関連事業」と

して、展開しております。

　さらに、平成20年6月から営業を開始した右???（上海）有限公司における焙煎事業と平成19年11月1日付で

M&Aにて取得した上海緑一企業有限公司におけるパルプモールド事業などの業容拡大に努め、当社グループの拡

大・発展に努めております。

③　上記各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

（1）基本方針の実現に資する取組み（上記（4）②の取組み）について
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　　上記（4）②記載の各施策は、当社の企業価値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に向上させるための具

体的方策として策定されたものであり、まさに基本方針の実現に資するものです。

　　従って、これらの各施策は、基本方針に沿い当社の株主共同の利益に合致するものであり、当社の会社役員

の地位の維持を目的とするものではありません。　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・

（注）第36期事業年度に係る当社定時株主総会の決議により承認を得て継続しております当社株式の大規模

買付行為に関する対応策（買収防衛策）（以下、「本施策」といいます。）は、平成21年11月17日開催の取締役

会において、第37期事業年度に係る当社株主総会終結の時をもって本施策を継続しないことを決議し、平成21

年12月22日をもって本施策は失効いたしました。 

　　 

(5）研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、32,456千円であります。なお、当第１四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループの主力製品であるレギュラーコーヒーの主原料であるコーヒー生豆は国際商品であります。わが国

ではその全量が輸入であるため、レギュラーコーヒーの生産コストはコーヒー生豆相場と為替相場の変動による影

響を受けております。コーヒー生豆相場と為替相場の変動による生産コストの変動につきましては、製品・商品の

販売価格に連動させて適正な利益を確保することに努めるとともに、需要予測に基づいたコーヒー生豆の予約買付

けを活用するなど、悪影響の軽減に努めております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

 

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

 

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

 

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成21年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,869,200 13,869,200
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は100

株であります。

計 13,869,200 13,869,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年12月25日7,000,00013,869,2001,505,0004,216,5001,505,0004,403,600

（注）平成21年12月25日を払込期日とする第三者割当増資により、発行済株式総数が7,000,000株、資本金及び資

本準備金がそれぞれ1,505百万円増加しております。

　

（５）【大株主の状況】

　

　当第１四半期会計期間において、ＵＣＣ上島珈琲株式会社から平成21年12月28日付で関東財務局に提出され

た大量保有報告書により平成21年12月25日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当

社として当第１四半期会計期間末における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができておりません。

　なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。　

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

 ＵＣＣ上島珈琲株式会社

（登記簿上の表記は、ユー

シーシー上島珈琲株式会

社）　

 兵庫県神戸市中央区港島中町七丁目

７番７

（登記簿上の表記は、兵庫県神戸市

中央区多聞通五丁目１番６号）　

　7,000,000 　50.47
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（６）【議決権の状況】

 

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができません

ので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　24,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 6,663,100 66,631 －

単元未満株式 普通株式　　 181,500 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 6,869,200 － －

総株主の議決権 － 66,631 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　　　　２．平成21年12月25日付で第三者割当による新株式の発行をしたことにより、当第１四半期会計期間末日現在におけ

る発行済株式総数は、13,869,200株となっております。

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ユニカ

フェ

東京都港区西新橋

2-11-9
24,600 － 24,600 0.36

計 － 24,600 － 24,600 0.36
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２【株価の推移】

 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
10月

11月 12月

最高（円） 1,021 1,010 649

最低（円） 980 475 538

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,572,983 1,276,174

受取手形及び売掛金 ※1・※3
 4,067,484

※3
 3,317,883

商品及び製品 195,856 289,966

仕掛品 7,496 26,075

原材料及び貯蔵品 348,340 323,158

繰延税金資産 421 158

その他 177,319 ※3
 253,137

貸倒引当金 △21,838 △24,333

流動資産合計 7,348,062 5,462,222

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※2
 5,144,170

※2
 5,159,565

減価償却累計額 △1,542,381 △1,499,383

減損損失累計額 △314,839 △324,903

建物及び構築物（純額） 3,286,950 3,335,278

機械装置及び運搬具 3,233,085 3,261,916

減価償却累計額 △2,557,519 △2,542,593

減損損失累計額 △194,014 △206,498

機械装置及び運搬具（純額） 481,551 512,824

土地 ※2
 1,729,525

※2
 1,729,525

建設仮勘定 654 52

その他 352,795 ※2
 347,931

減価償却累計額 △222,451 △212,555

減損損失累計額 △18,028 △18,122

その他（純額） 112,315 117,253

有形固定資産合計 5,610,997 5,694,933

無形固定資産

その他 93,313 100,283

無形固定資産合計 93,313 100,283

投資その他の資産

投資有価証券 1,154,432 ※2
 1,077,536

破産更生債権等 4,073,956 3,987,586

繰延税金資産 105,820 105,820

その他 480,628 533,251

貸倒引当金 △3,706,214 △3,706,235

投資その他の資産合計 2,108,622 1,997,958

固定資産合計 7,812,933 7,793,175

資産合計 15,160,996 13,255,398
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,635,501 3,802,327

短期借入金 ※2
 3,576,100

※2
 5,536,550

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 58,384

※2
 82,276

未払法人税等 12,236 14,996

賞与引当金 35,377 72,974

事業構造改善引当金 58,418 102,900

その他 797,599 853,482

流動負債合計 9,173,618 10,465,506

固定負債

長期借入金 29,500 29,500

負ののれん 87,675 94,419

その他 34,858 36,296

固定負債合計 152,033 160,216

負債合計 9,325,651 10,625,723

純資産の部

株主資本

資本金 4,216,500 2,711,500

資本剰余金 4,403,600 2,898,600

利益剰余金 △2,759,070 △2,935,270

自己株式 △38,431 △38,282

株主資本合計 5,822,598 2,636,547

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,518 △30,247

為替換算調整勘定 △54,224 △35,348

評価・換算差額等合計 △39,706 △65,596

少数株主持分 52,451 58,724

純資産合計 5,835,344 2,629,674

負債純資産合計 15,160,996 13,255,398
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 5,394,297 5,054,247

売上原価 4,400,177 4,083,994

売上総利益 994,120 970,253

販売費及び一般管理費 ※1
 1,008,867

※1
 855,187

営業利益又は営業損失（△） △14,746 115,065

営業外収益

受取利息 844 816

受取配当金 1,670 1,202

有価証券運用益 － 447

負ののれん償却額 6,744 6,744

持分法による投資利益 13,677 －

受取家賃 16,194 16,256

デリバティブ評価益 － 54,071

為替差益 － 33,353

その他 5,780 10,653

営業外収益合計 44,910 123,545

営業外費用

支払利息 29,410 29,278

有価証券運用損 64,808 －

持分法による投資損失 － 778

デリバティブ評価損 87,445 －

支払手数料 － 21,004

株式交付費 － 31,646

その他 33,071 8,484

営業外費用合計 214,735 91,192

経常利益又は経常損失（△） △184,571 147,418

特別利益

賞与引当金戻入額 － 22,946

貸倒引当金戻入額 7,393 1,383

その他 － 1,872

特別利益合計 7,393 26,201

特別損失

固定資産売却損 － ※2
 44

固定資産除却損 ※3
 21

※3
 29

投資有価証券評価損 114,893 －

特別損失合計 114,914 73

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△292,093 173,546

法人税、住民税及び事業税 1,900 1,923

法人税等調整額 △2,104 △262

法人税等合計 △204 1,660

少数株主損失（△） △20,487 △2,038

四半期純利益又は四半期純損失（△） △271,401 173,923
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△292,093 173,546

減価償却費 97,260 83,005

負ののれん償却額 △6,744 △6,744

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,608 1,386

賞与引当金の増減額（△は減少） △54,702 △37,596

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36,674 －

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） － △44,481

受取利息及び受取配当金 △2,514 △2,018

支払利息 29,410 29,278

持分法による投資損益（△は益） △13,677 778

固定資産売却損益（△は益） － 44

固定資産除却損 21 29

有価証券運用損益（△は益） 64,808 △447

投資有価証券売却損益（△は益） △1,432 △1,236

投資有価証券評価損益（△は益） 114,893 －

株式交付費 － 31,646

デリバティブ評価損益（△は益） 87,445 △54,071

売上債権の増減額（△は増加） △329,827 △917,598

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,741 86,126

仕入債務の増減額（△は減少） 1,286,586 834,094

未払消費税等の増減額（△は減少） 22,190 28,744

その他 74,892 1,568

小計 1,006,491 206,054

利息及び配当金の受取額 6,013 2,208

利息の支払額 △27,097 △24,519

法人税等の支払額 △7,255 △3,823

営業活動によるキャッシュ・フロー 978,151 179,921

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,844 △15,891

有形固定資産の売却による収入 － 260

有形固定資産の除却による支出 △23,528 △29

有価証券の取得による支出 △60,636 －

有価証券の売却による収入 － 1,099

投資有価証券の取得による支出 △3,393 △2,240

投資有価証券の売却による収入 1,311 67,691

保険積立金の解約による収入 92,487 －

貸付金の回収による収入 5,368 83,155

デリバティブ決済による支出 － △55,156

匿名組合分配金の受取額 － 11,475
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

その他 3,973 14,898

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,738 105,264

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 26,000 △1,960,450

長期借入金の返済による支出 △74,742 △23,892

株式の発行による収入 － 2,995,382

自己株式の取得による支出 △440 △113

配当金の支払額 △86,120 △101

その他 － △4,018

財務活動によるキャッシュ・フロー △135,303 1,006,807

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,503 4,815

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 846,084 1,296,808

現金及び現金同等物の期首残高 1,119,752 1,276,174

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,965,836

※1
 2,572,983
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更　

　

　①連結の範囲の変更

　　株式会社ＴＣＢは、当第１四半期連結会計期間において清算を結了したため、

連結の範囲から除外しております。

　②変更後の連結子会社の数

　　５社　

２．持分法の適用に関する事項

の変更

持分法適用関連会社

 　①持分法適用関連会社の変更

  当第１四半期連結会計期間より、リーテイルブランディング株式会社は、増

資に伴う持分比率の低下により、関連会社に該当しなくなったため、当第１四

半期連結会計期間より持分法適用の範囲から除外しております。

　 ②変更後の持分法適用関連会社の数

　４社 
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【簡便な会計処理】
　

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 主として定率法を採用しているため、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定しております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

税金費用の計算については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

ものに限定する方法によっております。また、繰延税金資産の回収可能性の判

断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末に使用した

将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっておりま

す。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表関係）

　　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第

50号）が適用となることに伴い、前第１四半期連結会計期間において、「商品」「製品」「原材料」「貯蔵品」として

掲記されていたものは、当第１四半期連結会計期間より「商品及び製品」「原材料及び貯蔵品」と一括して掲記して

おります。なお、当第１四半期連結会計期間の「商品及び製品」「原材料及び貯蔵品」に含まれる「商品」「製品」

「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ74,264千円、121,592千円、345,299千円、3,040千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

　　前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「支払手数料」は、営業外

費用の総額の100分の20を超えたため区分掲記しております。

　　なお、前第１四半期連結累計期間の「支払手数料」は703千円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　前第１四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「デリバティブ決済による支出」は重要性が増加したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記しておりま

す。

　　なお、前第１四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「デリバティブ

決済による支出」は△4,950千円であります。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 

当第１四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

記載すべき重要な事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につき

ましては、当第１四半期連結会計期間末は金融機関の休日

にあたりましたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。当第１四半期連結会計期間末日満期手形

の金額は次のとおりであります。

※１．　　　　　　　　――――

受取手形 6,695千円   

※２．担保に供している資産及びこれに対する債務

　（1）担保に供している資産　

※２．担保に供している資産及びこれに対する債務 

　（1）担保に供している資産　

建物及び構築物 2,179,348千円

土地　　 1,639,318千円

　 計   3,818,666千円

　

　

　（2）上記に対応する債務　

短期借入金 3,046,100千円　

1年内返済予定の長期借入金 26,704千円　

　 計 　3,072,804千円

※３．偶発債務

　　売掛債権流動化に伴う譲渡額　　　　 772,040千円　

建物及び構築物 2,195,240千円

土地　 1,639,318千円　

投資有価証券 239,500千円　

預け金　 64,024千円　

　 計 　4,138,082千円　

　（2）上記に対応する債務

短期借入金 4,955,700千円　

1年内返済予定の長期借入金　 40,036千円

　 計   4,995,736千円

※３．偶発債務

　　 売掛債権流動化に伴う譲渡額　　　1,496,586千円　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費の主な内訳 ※１．販売費及び一般管理費の主な内訳

給料賞与 183,092千円

役員報酬 33,303千円

賞与引当金繰入額 27,091千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,995千円

荷造運送費 121,402千円

減価償却費 44,330千円

地代家賃 99,914千円

研究開発費 50,201千円

給料賞与 161,061千円

役員報酬 17,462千円

賞与引当金繰入額 18,922千円

荷造運送費 107,129千円

減価償却費 32,078千円

地代家賃 90,812千円

研究開発費 32,456千円

※２．　　　　　　　　　―　　　　　　

　

※２．固定資産売却損の内訳　　　　　　　

機械装置及び運搬具 44千円

※３．固定資産除却損の内訳　　

機械装置及び運搬具 21千円

※３．固定資産除却損の内訳　

その他有形固定資産     29千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,965,836千円

現金及び現金同等物 1,965,836千円

現金及び預金勘定 2,572,983千円

現金及び現金同等物  2,572,983千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期

連結会計期間末
　

　普通株式(株) 13,869,200 　

 

２．自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期

連結会計期間末
　

　普通株式(株) 24,920 　

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成21年12月25日付で、ＵＣＣ上島珈琲株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、

当第１四半期連結会計期間において資本金が1,505,000千円、資本準備金が1,505,000千円増加し、当第１四半期

連結会計期間末において資本金が4,216,500千円、資本準備金は4,403,600千円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

 

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 

コーヒー

関連事業

（千円）

飲食関連

事業

（千円）

コーヒー関連

以外の仕入商

材販売事業

（千円）

その他の

事業

（千円）

計

（千円）

消去又は

全社

（千円）

連結

（千円）

売上高                             

(1）外部顧客に対する売上高 4,210,486520,033 627,33536,4425,394,297 － 5,394,297

(2）セグメント間の内部売上高 20,267 1,158 － 27,983 49,410△49,410 －

計 4,230,753521,192 627,33564,4265,443,707△49,4105,394,297

営業利益又は営業損失（△） △1,130△23,177 5,114 4,460△14,732 △14 △14,746

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 

コーヒー

関連事業

（千円）

飲食関連

事業

（千円）

コーヒー関連

以外の仕入商

材販売事業

（千円）

その他の

事業

（千円）

計

（千円）

消去又は

全社

（千円）

連結

（千円）

売上高                             

(1）外部顧客に対する売上高 4,281,109503,189 225,90444,0435,054,247 － 5,054,247

(2）セグメント間の内部売上高 17,645 540 － 36,165 54,351△54,351 －

計 4,298,755503,729 225,90480,2085,108,599△54,3515,054,247

営業利益 83,356 20,112 834 11,255115,560 △495 115,065

　（注）(1）事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

(2）各区分に属する主要な事業の内容

コーヒー関連事業　　　　　　　　　　　レギュラーコーヒーの製造販売、喫茶関連食品等の仕入販売

飲食関連事業　　　　　　　　　　　　　飲食店の経営

 　　　　　 コーヒー関連以外の仕入商材販売事業　　食品スーパーマーケットへの食品・商材等の仕入販売

　　　　　　その他の事業　　　　　　　　　　　　　パルプモールド製品の製造販売　　　　　　　　　　　　　

(3) 会計処理の方法の変更

前第１四半期連結累計期間　

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（1）に記載のとおり、当第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

を適用しております。この変更による影響は軽微であります。　

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（2）に記載のとおり、当第１

四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更による影響は軽微であります。

　

当第１四半期連結累計期間

　該当事項はありません。 
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【所在地別セグメント情報】

 

前第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略してお

ります。

当第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略してお

ります。

【海外売上高】

 

前第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

（リース取引関係）

 

　当第１四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないた

め、記載しておりません。
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（有価証券関係）

 

　その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 285,449 299,967 14,518

債券 － － －

その他 － － －

計　 285,449 299,967 14,518

 

（デリバティブ取引関係）
 
　通貨関連

区分 種類

当第１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

契約額等
（千円）

契約額等のうち
１年超
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

市場取引以外の

取引

オプション取引                 

売建                 

米ドル 2,909,6171,537,291△420,008△420,008

買建                 

米ドル 2,909,6171,537,291 49,418 49,418

合計 5,819,2343,074,582△370,589△370,589

　（注）１．時価の算定方法

取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

　

（ストック・オプション等関係）
 

　記載すべき重要な事項はありません。
 

（１株当たり情報）
 

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

１株当たり純資産額 417.71円 １株当たり純資産額 375.62円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

純資産の部の合計額（千円） 5,835,344 2,629,674

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 52,451 58,724

（うち少数株主持分） 52,451 58,724

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 5,782,892 2,570,950

期末の普通株式の数（株） 13,844,280 6,844,550
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２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △39.65円 １株当たり四半期純利益金額 23.58円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は純損失（△）（千円） △271,401 173,923

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）

（千円）
△271,401 173,923

期中平均株式数（株） 6,845,290 7,376,989

（重要な後発事象）

　当社は、平成21年12月22日開催の定時株主総会決議に基づき、平成22年２月１日（債権者保護手続の完了による効

力発生日）に、次のとおり資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分を行いました。

（1）資本準備金及び利益準備金の額の減少の目的

　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えるとともに、利益

準備金の額を減少し、繰越利益剰余金に振り替え、今後の柔軟かつ機動的な資本政策に備えるものであります。

　

（2）減少した資本準備金及び利益準備金の額

　　 資本準備金　　　　　　　　4,403,600,000円のうち3,893,200,000円

　　 利益準備金　　　　　　　　　156,800,000円の全額

　

（3）増加したその他資本剰余金及び繰越利益剰余金の額

　　 その他資本剰余金　　　　　3,893,200,000円

　　 繰越利益剰余金　　　　　　　156,800,000円

　

（4）剰余金の処分に関する事項

　会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金の一部及び別途積立金全額を当期の繰越利益剰余金に振り替

え、欠損補填いたしました。

①減少したその他資本剰余金及び別途積立金の額

　その他資本剰余金　　　　  3,893,200,000円のうち3,382,800,672円

　別途積立金　　　　　　　　  174,000,000円の全額

②増加した繰越利益剰余金の額

　繰越利益剰余金　 　　　　 3,556,800,672円　

　

（5）減額の日程

①取締役会決議日　　　　　　　　平成21年11月17日

②定時株主総会決議日　　　　　　平成21年12月22日

③債権者異議申述公告　　　　　　平成21年12月24日

④債権者異議申述最終期日　　　　平成22年１月29日

⑤減額の効力発生日　　　　　　　平成22年２月１日　
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年２月１３日

株式会社ユニカフェ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユニカフェ

の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユニカフェ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。       

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２２年２月１０日

株式会社ユニカフェ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユニカフェ

の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユニカフェ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。       

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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